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佐　々　木　閑

序

　『婆沙論』以 降の有 部ア ビ ダル マ に お ける修行階梯の 大枠 は以下 の よ うな もの で

ある．（順 福分 purpyabhagTya）→ lll頁解脱分 （m ・kSabhfiglya）→ 順決択 分 （nirvedhabhagiya ）

→ 見道→ 修道→ 無学道 1）．順福分 は修行 の ス テ ッ プで は な く，
一

般的な善行 と し

て とらえ られ て い るの で
， 実際の 修行階梯は順解脱分 か ら始 まる と考 え る こ とが

で きる 2）．

　こ の うち順決択 分は， そ の 構成要素がすで に 『中阿含経』や 『集異門論』 に現

れ て い る こ とか ら見 て ， 起源を 『婆沙論』 よ り前 に辿 る こ とが で きる
3）． これ に

対 して 順福分 と順解脱分の 二 つ は 『婆沙論』 に な っ て 初 め て 現 れ る概 念 で あ る．

本稿で は こ こ に含 まれ る順解脱分 につ い て 考察 し， その 特異性 を指摘する．

1。 『婆沙論』で示 され る順解脱分の 特性

　『阿毘達磨大毘婆沙論』で 初め て登場する順解 脱分 は以下 の よ うな特性を持 つ も

の とされ てい る （重要な もの に は下線をつ けた）．

　（1）順　　 ふ 　艮を 重える こ とで 必
“
般涅　を

t’H
　 る． （大正 27．34c−35b − 『阿

　毘曇毘婆沙論』大正 28，25a−b）

　（2）順解脱分 善根 の 自性 は 身 ・口 ・意 の 三 業 で
， そ の うち意業が 増上 で あ る．

　意地 にあ り五 識 身で はない ． ただ加行得で ある． 聞所成 ・思所成 で あ っ て ，修

　所成で は ない ． （同上）

　（3）順解 脱分 の 善根は， 北倶盧 （ウ ッ タ ラク ル ）を除 く三 洲 の
， 人趣 で の み起 こ

　すこ とが で きる ． （同上 ）

　（4） この 順解脱分の 善根を種 える の は，

　　  仏 出世の　で　る． 必
“
仏法が あ っ て　える もの だか らで ある．

  ある の 説 仏
こ

が な て も 独
“

に 会 えば 艮を　 える こ とが で き
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　弖． （同上）

（5）順解脱分の 善根は男身に よ っ て も女身に よっ て も起 こ る． （同上 ）

（6）順解脱分の 善根 は施 戒 ， 聞に よ っ て 種えるの だが
， 同 じ行為を行 っ て も，

状況 に よ っ て ， そ れが 順解脱分 の 善根 に なる 場合 もある し， な らな い 場合 もあ

る． 〔同上 ）

（7）順 　 の 　を 重え ， 、わ っ た は
日

一
の 合 　 艮を 重えた生 を 一

と して 　三 目の 生 におい て
’

る． 長 PEは決 ま っ て い ない ． 極速三

生で 解脱 を得る者は第
一

生 中で 解脱分 を種 え ， 第二 生 中で そ れ を修 して 成熟 さ

せ ， 第三 生 中で 成熟 し終 わ っ て聖道 を引い て 解脱する こ とがで きる ． （同上．同

じ記述が大正 27．128b9 ＝ 大正 28．　101bに もある）

（8）順 解 脱 分 に は 6 種が あ る （そ の 名称は 略）． （同上 ）

（9）声聞種性 と独覚種性の 順解脱分 を他 の 種性 に変更する こ とは可能だが ，仏

種性の 順解脱分は他 に 転ずる こ とが な い ． （同上 ）

（10）順 解脱分善根 を種 えた こ とで 般 涅槃が 決定する例 と して デ ー ヴ ァ ダ ッ タが

挙 げ られ る ． こ れ に対 して ， ll貭解脱分 善根を種 えて い ない 者の 例 として ウ ドラ

カ ・ラ ーマ プ トラ が挙げ られ る ． （大正 27．885a−886a）

（11）自
瓜

が
’

・ 　 におい て 順　
’ x

を 重えてい るか ど
’

か を llる　法が 　る ：善

友が正法 を説くの を聞い て ， 身毛が逆立 ち ， 涙が流 れ て
， 生死 を厭離 し涅槃 を

欣 楽 し， 法 と法師に対 して 深 い 愛敬 を生 じる な ら， そ れ に よ っ て ， 過 去生 にお

い て 順解脱分 の 善根 を種 えて い る と判 断で きる． そ うな らない なら ， まだ種 え

て い ない
4）． （同上〉

　下線部の 特性 をまとめ て み る と
， 「涅槃を確定させ る働 きの ある順解脱分の 善根

を種 える こ とが で きるの は， ブ ッ ダが こ の 世 に現 れて い る時だけ （独 覚で もよ い と

い う異説あ り）」で あ り，「種 えた 者は涅槃 に入 る こ とが確定す るが， その ため に は

最速で 三 生 を必要 とす る」， 「自分が こ の 善根を過去生 で 種 えたか ど うか は ，正 法

を聞い て 身毛が逆立 ち涙が流れる とか， 生死 を厭離 し涅槃を欣楽 し， 法 と法師に

対 して深い 愛敬 の 気持ちが生 じる とい っ た， 感動 を表す身心 上 の 徴候の 現 れ る こ

とで 確認で き る」 とい う， こ うい っ た順解脱分の きわめ て 特徴的 な性 質 は
， それ

以前の 阿含仏教 に はみ られ な い ア イデ ア で あ る．

　しか し他 方，
こ れ と類似 した ア イデア が， い くつ かの 大乗経典にお い て 重要な

要素 と して用 い られ て い る． そ こ で は ブ ッ ダ在世時にそ の 面前で 成仏の た めの 善
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根を種え る とい うこ とや ， 当該の 大乗経典 を信奉す る気持 ちが起 こ る こ とそ の も

の が，過去世 にお い て そ の 善根 を種 えた証拠 に な る， とい っ た主張が なされ る が，

そ れが 有部ア ビ ダル マ に あ らわれ る順解脱分 と強い 親近性 を持つ こ とは明 白で あ

る． こ こで はそ うい っ た大乗経典を，「過去世で 行 っ た成仏 の ための 行為 を経典自

身が思い 出 させ て くれ る」 とい う意味で ，便宜上 「想起触媒型」大乗経典 と名付

けて お く．代表例 と して 『八 千頌般若』経典類 と 『法華経』 の 該 当個所 を紹介 し

て お く，

2． 『八 千頌般若』

（梶 山 1974：254−255 よ り）

彼 ら良家の 男子や女子は，多 くの 仏陀を供養 した もの た ちで あろ う． い まこ の 知恵の 完

成 を聞き，聞い たの ちに （この 知恵の完成を）習い ，
… （申略）…読誦 し，真相 に 向か っ

て学 び t 真相に向か っ て修行 し，真相 に向か っ て努力す るで あ ろ う良家 の男子や 女子 た

ちは，仏 陀世尊に 対 して ，こ の 知恵の 完成 に つ い て 問い ，尋ね たの で あろ うし，過去の ，

供養 され るべ き，完全 なさと りを得た 如来た ちの 面前で ， こ の （知恵の 完成）を聞い た

こ とで あろ う． まさに この 深い 意味の あ る知恵の 完成 が語 られ，説かれ ，述べ られ ， 教

示 され，読誦 される ときに ，おび えず，お じけず，失望せず，落胆せず，心 を臆 させ ず，

（心 を）沈 ませず ， お それ ず，お の の かず，恐怖 に陥 らない 彼 ら良家の男子や 女子は ，多

くの 仏陀の もとで 善根を植えた もの た ちで ある， と知 らね ばな らな い
5）。…

　同様の 記述 が 同 じ 『入 千頌般若』の 以下 の 複数個所 に も現 れ る．梶 山 1974：212
，

260−264
，
277−279， 281；梶 山 1975：50

，
54− 55

，
282−284． （ス ペ ース の 関係 で

一
次資料の

情報は略，梶 山訳 の 該当個所の み 示す）

3． 『法華経』「譬喩品」

（坂本 ・岩本 1991a：207 よ り6））

もし誰 かが こ の 経典を頭に 頂い て ，『わ た くしは有難 くこ の教 えをお承 け します』 とい う

言葉 を語るな らば，汝は，こ の 人こ そ，心 を後戻 りさせ な い 人 と思 え．

こ の 経典 を信奉する 人は
， か つ て 前世 にお い て 如来た ちを見 かれ らに恭 し く仕 え， ま

た こ の ような教えを聴い た人 々 で ある．余の 語 っ た勝れた言葉 を信ずる者たち は，余 と

汝とを見た人で あ り， また余の教 えに従 う，すべ ての 僧の 群れ と ，
これ らすべ て の 求法

者た ちを見た人 で あ る． こ の 経典 は愚か な人 を惑わすと
， 神通力に よっ て 知 り，余はこ

の 経典 を説か なか っ た， こ こ に は実は声 聞たちの 力 は及 ぼず， また独覚た ち も到 達 しえ

ない か らだ。

類似 の 内容が 同 じ 『法華経』 の 以下 の 個所 に も現 れ る ． 坂本 ・ 岩本 1991a：85
，
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145
，
207；坂本 ・岩本 1991b： 141． （ス ペ ース の 関係で

一次資料 の 情報は 略 岩波文庫 の

該当個所の み示す）

4． 有部ア ビ ダル マ 内における順解脱分 の 展開

　こ の よ うに ， 『婆沙論』に現れ る順解脱分 と，『八 千頌般 若』や 『法華経』とい っ

た大乗経典の 主張には 強い 近縁性 が み られ る 7）． 本稿で は 二 本の 大乗 経典 しか挙

げて い ない が， 他 に も同様の ア イデ ア を含む大乗経典が存在 して い る の で は ない

か と思 っ てい る． それ につ い て は読者諸氏の ご指摘を待つ ．

　で は， こ の 『婆沙論』で 登場す る順解脱分 は， そ の 後の 有部ア ビダル マ 内で ど

の よ うに 受け継 が れ て い っ た の か ， そ れ を見て い くこ とにす る， そこ に は た だ の

平坦 な教義 の 伝達 で は ない
， 奇妙な状況 が現 れ て い る の で あ る ． まず 『倶舎論』

にお ける順解脱分の 扱 い を見て い く．

『倶舎論』 にお け る 順解脱分 （AKBh 　eまAbhidharTnak・‘ab 慵 ya の 略）

　（1）順 解脱分 を獲 得 した 者 は， 必ず涅槃を得する ． （AKBh 　3−44。d；p，adhan 　l　967：

　 157 ；山口 ・舟橋 1955：358−359）

　（2） 自分が 過去 に お い て 1頂　朋　 を 重えて い る か ど
’
か を 卩る　法 ：た とえば

輪廻 の 過失 と，無我 と， 涅槃 の功徳 を明示す る よ うな教説 を聞い て 体毛が 逆立

ち， 涙 を流す こ とが あ る なら， そ の 人 に はすで に順解脱分 の 善根が ある ， と確

認で きる． （AKBh 　4．125cd；Pradhan　l　967：274 ；舟橋 1987：528）

（3）順 ・脱
tS
の　 艮を 重え 、わ っ た　は　

日
一

盖 艮を 重えた生 を　
一

として

　　三 目の 生 に お い て 脱 る
目

長 　は決 まっ て い ない ．最初 の
一 つ の 生

　にお い て 順解脱分善根を起 こ す と， 次の 第二 の 生で 順決択分を起 こ し ， 第三 の

生 で 聖道 を起 こ す こ とに な る． こ れ は
， 先ず法性 に 入 り， 次に 熟 し，最後に解

　脱 す る とい うこ とで あ る ． （AKBh 　6−24cd；Pradhan　1967：349 ：櫻部 ・小谷 1999： 154．

　以下 （4）（5）（6）もこ の 続 き）

　（4）順解脱分 善根の 自性は 身 ・口 ・意 の 三 業で
， 意業 は増 上 で あ る． 聞所成 ・

　思所成で あ っ て
， 修所成で は ない ．

　（5）た だ一 食 を施す とい う身業， ある い は た だ
一

学処 を受 け る とい うロ 業だ け

　で も， そ こ に解脱 を願 う意業 の 力が 及ん で い れ ば ， 順解脱分 を引 く，

　（6）順解脱分の 善根 は
， 北倶盧 を除 く三 洲の ，人趣 で の み起 こすこ とが で きる．

　『婆沙論』 に はあ っ て 『倶舎論』 に なる と消滅 して い る特性 が い くつ か あ るの

で ， そ れ を示 して お く．
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1） こ の 善根 は 意地 に あ り， 五 識 身で は ない ． た だ加行得で ある．

2）順 解脱分の 善根は男 身に よ っ て も女身に よ っ て も起 こ る ．

3）順解脱分に は 6 種が あ る，

　4）声聞種性の 順解脱分 を転 じて 独覚あるい は仏種性 の 順解脱分 を起こ し，独覚

　種性 の 順解脱分 を転 じて 仏あ る い は声聞種性の 順解脱分 を起 こ すこ とは可 能で

　あ る． 仏種性 の 順解脱分 は他 に転ずる こ とが ない ，

　5）こ の 順解脱分の 善根 を種 えるの は ，

　　  仏 出世の 時で ある ．必ず仏法が あっ て種 える もの だか らで ある．

　　  （あ る者の 説）：仏法が な くて も 独覚に会えば 善根 を種える こ とが で きる．

　重要 なの は 「順解 脱分 の 善根 を種 える こ とが で きる の はブ ッ ダが 世 に現れ て い

る時だけ」とい う特性が 消えて い る 点で ある． 玄奘訳の 『倶舎論』 に だ けは ， そ

の よ うな内容の ， 『婆沙論』 と同 じ文言が 入 っ て い るが （遇仏出世殖此 善根．有余師

言．亦遇独覚）， 梵文 に も真諦訳 に もチ ベ ッ ト訳 に も， この
一 文 は ない ． （大正 29，

121a ；チ ベ ッ トP
，
　fiu　18b；D ，

　khu　16a）． した が っ て 本来 『倶舎論』で は
，

こ の 項 目を

欠い て い た と考 える の が 自然 で ある． そ して この 事実は， 次の 『順正理 論』に な

る と
，

よ り重要 な意味を持 っ て くるこ とに な る． 『順正 理 論』で 示 され る順 解脱分

の特性は以 下 の よ うな もの で ある．

『順正理論』にお ける順解脱分

　（1）順解脱 分善根 は
， 能作因 とな っ て

，
三 乗の 菩提の 尽智等の 増上果 を引く．

　 （大正 29．　438a）

　（2）順 三分の 善 ：順福分の 善， 順解 脱分 の 善， 順決択分の 善．順解脱分の 善に

　よ り決定 して般 涅槃する． （大正 2g，595b）

　（3）声 聞，独 覚，仏 の 各種性 間 の 善根 の 転 向可 能性 （詳細 は略）． （大正 29．682b．

　以下 （10）まで 同様）

　（4）順決択分を起こ す者は， 過去世 で 必ず順解脱分 を起 こ した者 で ある ．

　（5）順 解脱分 を種え た者が 解脱 を得 る に は，最速で も三 生 を要す る ．（第
一

説）：

初生 で 順解脱分 を種 え ， 次生で 成熟 し， 第三 生で順決択分 を起 こ して聖道に入

　る、 （第二 説）： ある い は ， 初生 で 順 解脱分 を種え ， 次生 で 順 決 択 分 を起 こ し ，

第三 生で 聖者 となっ て解脱 を得る． こ の 第二 説は 聞違 っ て い る． もし第二 説だ

　とする と
， 根本地に よ っ て 煖 な どを起 こす と

， 必ずその 生 の うちに 見諦 に入 る

　こ とが で きるか ら， 三 生 で は な く， 最速二 生 で解脱する こ とが で きる とい うこ

　と に な っ て しまうの で ある 8）．
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（6）順解 脱分 は聞思の 所成で あ り， 修所成で は ない ．

（7）川頁解脱分は ， 身ロ意 の 三 業を体 とす る ． た だ し本質は意業で ある．

（8）順解 脱分は， 心 が けに よ り， わ ずか な布施 ， 持戒 ， 聞な どに よ っ て も種 え

る こ とがで きる し， 心が けが 悪けれ ば， 多 くの 善行をな して も種 える こ とは で

きない ．

（9）順解脱分 は，人趣 の 中の ， しか も北倶盧 以外 の 三 洲に おい て の み 引か れ る．

（10）仏が 出世 して い る 、で あ ろ
’
が 出世 して い ない 　で あろ

’
が 　どちらの

に も　 順 　
’
　 の 　 艮を　える こ とはで きる．

　 （11）有情 の 順解脱分の 善は，声聞 と独 覚に はみ る こ とが で きない ．（大正 29．748a）

　10番 目 に ， 「順解脱分の 善根 は ，
ブ ッ ダが こ の 世 に現れて い よ うが い まい が ，

い つ で も種 える こ とが で きる 」と言 っ て い る点が重要 で あ る ．これ は明 らか に 『婆

沙論』の 説の 否定で あ る． 『婆沙論』→ 『倶舎論』→ 『順正理論』 とい う流れの 中で の

順解脱分の 変容を まとめ る と次の よ うに なる．

　1）「順解脱分善根 を種 えた者 は必ず般涅槃す る 」「それ は最速 で も三 生 を要 す

　る」 「心 が け さ え正 しけれ ば ， ほ ん の わ ずか な善行で も，順解脱分の 善根 とな

　る 」 とい っ た点は 変わ らない ．

　2）「順解脱分 は，仏 と出会 っ た時に しか種え る こ とがで きない 」とい う特性は，

　 『婆沙論』 に しか な く， 『倶舎論』で は 消滅 し， 『順正理 論』で は 明確 に 否定 さ

　れ，「仏 が 出世 して い る時で あろ うが，出世 して い ない 時で あろ うが ， 順解脱分

　の 善根 を種 え るこ とは で きる」とい う特性 に変更 され る．

　3）「正 しい 教 えを 聞い た 時に ， 感動 を表す身心 上 の 徴候が 現れ た な ら， それ に

　 よ り， 過去生 で 自分がすで に順解 脱分善根 を種 えて い た こ とが確認 される 」 と

　い う特性は 『婆沙論』『倶舎論』で は明示され るが ， 『順正理論』に は現れ ない ．

5． 問題点

以 上 の 考察 よ り， 次の ような問題 点が現れ て くる．

1）順解脱分の 概念は ， 『八 千頌般若』や 『法華経』などの 大乗経典にみ られる

「想起触 媒作用」 と相似 して い るが， 両者は ど う関係 して い る の か ．

2）有部 ア ビ ダル マ 内部 で 順解脱分の 概念が 変容 して お り， 「仏在世時 にの み可

能な特殊な善行」か ら， 「一般 的な善行」へ と変 更 され て い るが ，そ れ は なに を

意味するの か．

3）（予想 と して）：従 来 の 有部 ア ビ ダル マ 教 学で は， 三 賢位 と順解脱分 を同
一

視
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　 して きたが ， こ れ は 間違 っ て い る 可能性が 高い ． 両者は全 く別 の 概念で あ る と

　予想 され る． もしそ うな ら ， 順解脱分 は 「婆沙論』 の 時代 に な っ て 突然導入 さ

　れた新概 念 とい うこ とに なる ． こ こ に ， 大乗経典 の 発生 との 接点が あ るか もし

　 れ ない
q）．

　大乗仏 教 の 起源 を解 明す る た め の 重要 なポ イン トと して ， ア ビダル マ と大乗仏

教の 関連性の研 究が あるが ， 順解脱分 はそ うい っ た研 究の 重 要 な
一

分野 に なるの

で は ない か と考 えて い る ．

1）桜部 ・加治 （1996：346），

2）関連す る 先行研究 は 以下 の とお り．小 谷 1995，桜部 ・加治 1996，鈴木 1977，孫

　2003，谷口 2004，周 2009，順福分善根 に つ い て研 究 した孫儷茗は，）11頁福分 も修行階程

　の
一

つ と解釈 して い るが ，そ うで はな く， 単なる 世俗の 善行 と見て も矛盾 は ない ． ま

　た，それを裏付ける情報 として ，『婆沙 論』 （大 正 27，867c）で は 「梵行」を順解脱分か

　ら始め て い る し， 『根本説
一

切有部毘奈耶薬事』に は 「川頁解脱分，順決択分，預流果，

　
一

来果，不還果，阿羅漢果」 とい う階程が示 されて お り，順福分 が修行 階程 に含 まれ

　て い ない ．八尾 （2013：56）参照．

3）周 2009．

4） こ の 特性が案出された 元 には 「雑阿含」843経 （大正 2．215b） ＝ SN
，
　V ：347の 経典

の 文言があるの で は ない かと推測 され る．（『婆沙論』 （大正 27．342a22−24）で の 引用文

　「如契経説．有四種預流支．謂親近善士．聴 聞正法．如理 作意 ，法随法行支因．向名義

無差別．」）なお， 『雑阿毘曇心論』 （大 正 28．949。）に も 『婆沙論』の 説 を受けた記述が

　ある ，

5） Vaidya （1960：104）；『道行般若経』大正 8，444b ； 『大明度経』大正 8．489b ；『小品般

若波羅 蜜経』大 正 8．553c ；『大般若波羅蜜多経』 （第四会）大正 7．805b， 『大般 若波 羅

蜜多経』 （第五会）大正 7．887c ；『仏母出世三 法蔵般若波羅蜜多経』大正 8．620a25 ；チ

ベ ッ ト P
，
　mi 　124b；D ，

　ka　116a，参考資料 ：Karashima ・2010．

6） 『妙法蓮華経』大正 9．15b ；『正法華経』大正 9．　78b−c ；荻原
・土 田 （1934：87−88）；

戸 田 （1981；49）：Hinttber （1982：3）．

7） 『八 千頌般若』 と 『法華経』の 共通性 につ い て は岡田 2015 参照．

8） この 二 説の うち，第
一

説は 『婆沙論』 で示 される もの ． そ して 第二 説 は 「倶舎論』

に出る もの ．こ こで は第一
説を承認 し，第二 説の矛盾を指摘 して い るか ら，これ に よっ

て 『婆沙論』を擁護し ， 「倶舎論』に 反論 して い る こ とにな る． 『倶 舎論』 の 説に従 う

と，最速二 生 の 場合 が起 こ り得 る こ とはヤ シ ョ
ー ミ トラ も指摘 して い る （櫻部 ・小谷

1999： 156）．

9）従来，順解脱分 ＝ 三 賢位 （五 停心観，別相念住位，総相念住位）と され て きたが ，

今回の 調査 の 過程で こ れ は間違い で あ ろ うと考 え るよ うに な っ た．両者 はお そ らく全

く別の概念で ある ， これ に つ い て は別稿で 論じる．
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